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1. 研究の目的  

 高流動繊維補強コンクリート（HFFRC：High Fluidity 

Fiber Reinforced Concrete）は一般的な繊維補強コンクリ

ートよりも流動性が高く，コンクリート中の繊維の架

橋効果によって引張強度の向上やひび割れの抑制など

が期待される．しかし，繊維の配向が力学的特性に大き

な影響を及ぼすため，繊維の配向に関する研究が多く

行われてきた 1)． 

 既往の研究 1) 2)では，小型はり部材やスラブ部材を対

象に，打込み位置や打込み方法の違いが繊維の配向に

及ぼす影響について検討されてきた．しかしながら，そ

れらの多くが実験室レベルの寸法の部材であり，実構

造物レベルの寸法の部材での繊維配向を検討したもの

は少ないのが実情である．そこで，本研究では実際に橋

梁の主桁に用いられるボックス断面の部材のウェブ部

分を想定したパネル試験体を対象とし，HFFRC を用い

て実際に試験体を作製し，X 線マイクロ CT を用いて内

部繊維の配向を観察する．また，可視化モデルコンクリ

ートを用いた模擬実験を行い，内部繊維の配向を再現

できるかを確認することとした． 

2. X 線マイクロ CTによる繊維配向の観察 

2.1 実験概要 

 実際のコンクリート中の繊維配向を確認するために

HFFRC を用いてパネル試験体を作製した．打込み方法

は片方の型枠端部から打込む方法（以下，「片端打込み」）

および上フランジからウェブ部分に一様に打込まれる

ことを想定した幅方向に一様に打込む方法（以下，「一

様打込み」）の 2 種類とした．図-1中に示すように，パ

ネル試験体の寸法は 1200×1200×100(幅×高さ×厚さ)

であり，試験体の幅方向を X 軸，厚さ方向を Y 軸，高

さ方向を Z 軸とした．使用材料はダクタル FM とし，

繊維混入率は 1.0vol%とした．モルタルのフロー値は

270mm である．  

2.2 X 線 CT で観察した繊維配向の結果 

 図-1 に観察した繊維の配向を示す．型枠中の青線は

試験体を切断した線であり，赤枠は観察領域を示す．図

-1(a)に示すように片端打込みの場合は，型枠底部では

X 軸方向に配向し，その上部では斜め上方および鉛直

方向の配向が確認された．一様打込みでは図-1(b)に示

すように，YZ 面から観察した場合，青線で示すコンク

リート落下位置を境界とした V 字型の配向が確認され

た．また，図-1(c)に示すように，XZ 面から観察した場

合，上部では鉛直方向に配向することが確認された．こ

のような配向になる原因として，幅方向に一様に打込

まれた場合，繊維が鉛直になった状態で自由落下する

ためであると考えられる． 

3. 可視化モデルコンクリートよる繊維配向の観察 

3.1 実験概要 

 可視化モデルコンクリートは高吸水性高分子材料

(SAP:Super Absorbent Polymer)に水を加えた無色透明

の粘性流体に PVA 繊維(径 0.5mm，長さ 20mm)を混入

させたものである．繊維混入率は 1.0vol%とし，フロー

値は 230mm 程度とした．打込み方法は前章と同様に，

片端打込みと一様打込みとした．型枠は図-2 に示すよ

うに，寸法を 1000×500×100mm（幅×高さ×厚さ）とし

た透明アクリル製樹脂のものを使用した．型枠底面に

は梱包材を敷き，実際の粘着と摩擦を模擬することと

した．ただし，型枠側面は内部を観察するために梱包材

は貼り付けていない． 

3.2 観察結果 

図-3 に片端打込みの場合の繊維の配向を示す．ここ

で，図中の白色の部分は，透明アクリル製型枠を補剛す

るために鋼製型枠を固定した箇所であり，観察対象外

とした．型枠底部では水平方向に配向し，その上部では

斜め上方および鉛直方向の配向が確認された．図-4 に

一様打込みの場合の繊維の配向を示す．図-4(a)に示す

ように，正面から観察した場合，配向性が見られない結

果となった．しかし，図-4(b)に示すように，側面から

観察したところ青線で示すようなコンクリート落下位

置を境界とした V 字型の配向が確認された． 

したがって，片端打込みおよび一様打込みともに可

視化実験で得られた配向は実際の配向と概ね同様であ

ることが考えられる． 

4. 結論 

1) パネル試験体において片端打込みの場合，底部で 

は水平方向，その上部では斜め上方および鉛直方向

に配向し，一様打込みでは，側面から観察した場合，

コンクリート落下位置を境界とした V 字型の配向
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をすることが確認された．  

2) 実際の繊維の配向と可視化実験で得られた繊維の

配向は定性的に一致していると考えられる． 
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(a) 片端打込みの配向（XZ 面） (c) 一様打込みの配向（XZ 面） (b) 一様打込みの配向（YZ 面） 
図-1 X 線 CT の観察による繊維の配向 

図-2 透明アクリル製型枠の寸法 

図-3 片端打込みの配向 図-4 一様打込みの配向 

(a) 正面から観察した配向 (b) 側面から観察した配向 
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